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てである。これは消化行為 否定であるとともに排潜行為の否定である。そして排出器官は生殖器でもあ 。他方は祖先を裏切ることによって得られ 性行為の否定は、同時に生殖行為の歴史
つまり、父と母と訣別するためには己の性























































うとする。なぜなら子供と 、存在の状態に山引き摺り出さ 、間有名を奪われ、その生を疲労させられ、社会に適合で なけれ 排除されるものであり、
そしてアルト
i自身がその子供であるからだ。












「町出向田晃子供ととの混同を避けるためだと思われる。ここで私が重要視するのは、 いう概念に対して餓鬼 いう概念を立てることではなく、子供という概念が持つ伝統を浮き彫りにして、また新たに常一聞き換えるこ であるため、あえて子供のままにした。
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